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Pentatricopeptide repeat (PPR)は真核生物特有の遺伝子ファミリー

であり，高等植物では進化の過程において 50-100 倍の規模に数を

増やしている．近年の研究により，PPR タンパク質のほとんどがミト

コンドリアか葉緑体において様々な転写後RNA修飾プロセスに関わ

っている事が明らかとなってきた．本発表では 20 種を越える植物種

の比較解析からPPRタンパク質の進化とオルガネラとの共生につい

て考察する．さらに PPR のうち，特に生殖メカニズムに関わるサブク

ラスについての塩基配列解析の結果から，高等植物の生殖とミトコ

ンドリアとの関係について現在の考えを紹介する．
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